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鋼管移送騒音防止装置"マグネスキッド
Silencing EqulPment for Stee卜Pipe Production
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近年,パイプラインや各種配管に使用される鋼管の需要が

増加している｡一般に製鉄所などにおける鋼管製造部門では,

製造した鋼管の移送にローラコンベヤを用い一つのラインを

構成している｡またこのような各ライン間を連結するととも

に鋼管の各種処理や検査を行なうよう規定の位置に一時鋼管

をたくわえるスキッドを各ライン間に設けている｡このスキ

ッドは鋼管を次のラインへ移送しやすくするために通常傾斜

をもたせているが,次々に鋼管を流すと,スキッドにう留(た)

めてある鋼管とラインから送られてきた鋼管が衝突し,大き

な轟音(ごうおん)を発生する｡またスキッドの距離が短い

場合は上記の傾斜を付けずにスキッドを構成したり,クレー

ドルを設けて一時貯蔵を行なったりするが,この場合にも同

様に鋼管どうしが衝突して轟音を発生する｡この轟音は鋼管

であるがために騒音エネルギーが大きく遠方までひびき～度り,

特に昼夜を問わず操業する製造所の場合,この轟音は-一つの

騒音公害といえる｡

-一方,最近の騒音公害規制立法ならびに労働環】菟の問題な

どによって騒音規制が行なわれ,上記のような騒音を発生す

る製造所などにおいては騒音を押える方法,装置が要求され

ている｡

本報にて以下に説明する装置はスキッドに電耳遠石を配置し,

この電才蔵石の有する磁気エネルギーと鋼管のころがりエネル

ギーとの相互作用により鋼管内にうず電流を発生させ,この

うず電i克と電磁吸引力とによるブレーキアクションによって,

速度,ひいては衝突エネルギーをi成東させ,鋼管の衝突時の

騒音を抑制するとともに,衝突や蹴(け)りによる鋼管の傷,

変形をも防止する担j期自勺なものである｡なお本装置に関して

はすでに多数の特許を国内外に出願中である｡

臣l騒音防止の現状と問題点

騒音は環境汚三条の-一つとして最近にわかにクローズアップ

され,世論の関心が高く環境汚染の中で苦情,陳情の件数が

鼓も多い｡これは騒音発生源が多種雑多であり,しかもそれ

らが住居地域と混在しているということに起Ⅰ去lしている｡環

境汚染の中でも大気汚卓果や水質汚濁などには,たとえばppm

(汚染濃度)のような科学的,客観的指標があるのに対し,騒

音は単に騒音レベルという物理的指標のほかに,情緒的,心

理的影響を考慮しなければならないため,ますます複雑とな

り最も解f央の凶難なものとされている｡
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騒音はその発生手原の椎頬によr)それぞれ複雑な様相を示し

てし､るが,監視と規制により種々の対策が施されつつあり,

部分的には効果の上がっているところもあるが,全体的には

騒音防止の度合いはあまり変わらず,むしろ発生地j或の範囲

が局地的なものから広域化しつつある現斗犬である｡

騒音は従来,たとえば,q及吉村,防音壁,マフラーなどを

用いてし､ったん外部に発生した騒音の軽i成や口及収がその防_lL

対策の中心であった｡すなわち,ある系のエネルギーをみた

場合,本来は効率低下から望ましくないにもかかわらず,た

とえば機一戒的･電気的エネルギーの一部が普のエネルギーと

なり,このロスの音のエネルギⅥが騒音というやっかいな物

理現象となり,この対策にさらに余分のエネルギーを必要と

する悪循環を繰F)返すのである｡

そこで当然ではあるが最も理想的な姿は,その系の機能を

そこなうことなく騒音の発生源を根本から断つ一次的な手段

であり,またこれができるのが真の騒音防止装置といっても

過言ではない｡

臣】騒音発生源のモデル化

3.1あらい斜面をすべらずにころがる物体の運動

今,図1のように鋼管がこう西己βを有するあらいスキッド

(斜面)の上をすべらずにころがる場合の運動を考えてみる｡

図1において鋼管の質量を〃とすると鋼管に働らく力ほ車

力〃タ(鉛直方向),斜面の抗力Ⅳ(斜面に直角)とJ肇擦力F′

である｡

さて,図1のような鋼管をころがしながら移送する方法は,

チェーンコンペヤ,/ヾルトコンベヤといった機械的搬送手段

に比べ,鋼管自身の自由落1ごによる物理現象をそのまま利用

したもので,一最も安価で確実な搬送手段といえる｡しかしな

がら鋼管はころがるに従い速度を増して行き,したがってそ

の運動エネルギーも移動距離に比例して増大するので,いっ

たんころがり出した鋼管をストップさせるには斜面の途中に

機械的ストッパを設けてこれに衝突させるか,あるいは静止

している他の銅管と衝突させてストップさせる方法が従来と

られている｡この衝突時に大きな騒音が出るわけである()こ

の衝突による騒音が小さければスキッドにこう配を設けて鋼

管を移送するのが安価で確実であるが,小径管～大径管によ

り衝突時のエネルギーは5～2,500(N-m)にも及び,これをわ

ずかな制動距離で制動して衝突による騒斉を1妨く､､には非常に

大きな制動力を必要とする｡一般Jニスキッドラインを格送する
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鋼管を速度を大きくして棺送する例はまれで大半はその移送

速度を必要としないにもかかわらず,自由落下現象を用いて

し､るため不必要な加速を鋼管に与えてしまい,二次的に出た

騒音の対策をしなければならないのが現状である｡また鋼管

に不必要に加速を与え大きな衝突エネルギーで衝突させるの

は,製品の変形,表面の傷の問題などから本来避けるべきで,

‾製品の価値からも｢すべらすな+,｢ころがすな+,｢ぶつける

な+のような鉄則は守られなければならないと考える｡

3.2 衝突による音のエネルギーについて

さて衝突などによって発生する馬重苦を理解するには,吉の

物理現象を理解し,耳で聞こえた吉の感覚について認識する

必要がある｡青は物体の急激な衝突や振重いこよりそれを取り

巻く媒質が波をつく り出すときに生じ,人間の耳に聞こえる

のは,空～毛中の粒--f一の振動が鼓膜にf去わI)人に書をJ蕃じさせ

る結こ果である｡すなわち,その昔の伝搬は空気粒子の慣性と

づ単作によるものであって,音源に接近している媒質(空気)

の微′ト粒了一は,書手原の振動によって押され,その部分は次々

に隣接の粒了･に力を与えて,辿鎖反応を繰り返しながら音を

仁ミえる｡この伝搬のしかたは力の仁王達である｡すなわち粒子

のぽを件,弾性の力によって空乞も中の･一つ一つの粒十は,一つ

の位置で振子のように往復連動をする｡

このような物】聖現象の音を人間が聴覚でとらえて,聴老の

心理作用などのフィルタを通し,クリティカルな点は主観的

な尺度で判断し‾て｢うるさい+｢さわがしい+と感じた場合に

騒育として′受け月文られるのである｡

われわれが日常聞いている音の強さというのは,実はたい

へん微少なエネルギーである｡ある点の音の強さというのは,

その点と同じ宵が1m2のわくを通り抜けるときのエネルギー

のり､ソト数で表わされる｡書の強さが1W/m2あれば非常に

｢うるさい+人間が耐えうる限削二近い強い音である｡普通の

会話程度では10‾6w/m2内外である｡

ところが人間の耳は芹の強さ,高さ,音色を聞き分けるこ

とができ,非常に弱い青から強い育まで感ずることができる｡

人間の耳に聞こえる苦の周波数範阿はだいたい20Hzから20,000

Hzといわれている｡戸;ニの高さをぎ央めるものが周波数で,周波

数範囲の一最低から最高まで1,000伯の範囲が聞こえることに

なる｡光の場fナ,周波数の‾最低から殻高まで約2倍であるこ

とを考えると斉の可聴範閃はいかに広いかがわかる｡これを
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一汗の施さで考えると,耳にやっと聞こえる大きさは10‾12w/

m2であ1),また1W/m2まで聞こえるから二畠二の強さに対する耳の

応動範州は1対1012培であI)耳がいかに敏感であるかがわかる｡

人f…-りが‾打を1瑚いたときの感じには前述のように主観的な尺

度での判断がはいってくる｡また人間の耳には独特のくせが

あり,川渡数の′トさい低い吉や,周波数の高い音では非′削こ

感度か懸くなる｡そしてこれらには個人差が出てくる｡騒音

問題を扱うときこの点十分な注意を要する｡

古の人きさのレベルを表わすのにphonが‥般に用し-られる｡

phonは1,000Hzではその昔圧レベルの値をいい,1,000Hz以

外の古については1,000Hz以外の肯と聞き比べて人きさが等

Lいと判断される1,000Hzの斉圧レベルの数値をいう｡

人I至りの克之′卜叶聴音の強さんはγ=1,000Hzで10‾12w/m2で

あるから作息の苦の強さJsのレ/ヾルム上は,

ム上=10lo凱0吾(phon)‥‥…
(1)∫(よリム=1W/m2のときは,ムエ=120phonとなる｡

･(1)

また,たとえば現イ仁120phonの騒音を80phonに下げようと

するには(1拭よリムすなわちエネルギ【を品にしなけれ
ばならず,いかにむずかしいかがわかる｡

すなわち,衝突などの衝撃時の騒音を例えば80phonに押え

ようとするには非常に小さな速度,すなわち衝突物をソフト

タッチさせなければ実現できない｡しかしこの′トさな適度は,

衝突エネルギ【が単一--の単振動波動エネルギーに変換される

と仮定したためであり,実際には複数の単批動合成と考える

必要がある｡すなわち,鋼管どうしの衝突などの衝撃音の場

fナには純音のように簡単ではなくいろいろの周波数成分から

成っており,それぞれが不‖互に干渉し複雉な振動となる｡い

ずれにせよ,速度Vを/トさく Lてやれば衝突による普のエネ

ルギーは減少L騒辞を抑制できる｡

田 うず電;充式騒音防止装置の原理

4.1銅管に作用する磁気的吸引力

/ケ,図2のように良さ2んの2木のスキッドレールの仙端を

三昧心にて官主給し,この両鉄心に励耳遠コイルを設け,鉄心の巾

端がそれぞれ何椒となるよう二つの励磁コイルが等しく励磁

されている場†ナを考える｡一〃のマグネットヨーク端から距

離ごの点P,Q上に鋼管がある場合,鋼管に拐己れるイ滋束¢yl

は一
一般にj引1ソ､自勺に次式で表わされる｡

¢〟1=αe‾わ∫
‥……(2)

ニニでα,ムは石遍路によって定まる定数である｡

また他方の励磁コイルにより鋼管にi売れる耳遠束¢y2は,

軌2=αe‾‾′'(㍑‾∫)
‥………(3)

Lたがって点∫における鋼管内(ナ成磁束量(¢J)T･は,

(¢.r)r=¢.yl＋¢〟2=dP‾わ∫†1＋e2占け‾力))‥……･(4)

(4)J〔の関係は図2に示すとおりである｡合成磁束(¢∫)Tは励

磁コイルと鋼管偶の距離∬に対し0<ご<ん の間では近似的

に∬の二乗にk比例し,ん<∬<2んの問では近似的に∫の二乗

に比例することになり,ご=んの点で変曲点を有する｡すなわ

ち,鋼管が0<∬く2んまで柊動する偶に{ト成磁束(¢∫)r は変

化して鋼管に作用する磁乞(エネルギーの位置変化が生ずる｡

二の場fナ,鋼管の格割方向とk村方向に磁気的q及引力Fmが働

き,マグネソトの励イ滋`蛋流を一定値′とすれば次式が成立する｡

=モー･J･fl〝己=
2d(¢∫)r---一訂--=一言∫･αムビームJ{1-e2b(J一々))･‥(5)

(5)式の関係をトぎ】示すると図2巾のハ･ソナングを施した部分

のように0<∫<ん,すなわち鋼管かマグネットを離れようと
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図2 鋼管に作用する磁気的吸引力 鋼管内に流れる合成磁束は鋼管

が移動するに従い変化L,マグネットから‡鋼管が離れようとすると減速力,マ

グネットに近づこうとすると加速力が作用する｡

Fig･2 A Cha｢cteristic of Magnetic Fo｢ce Actting Upon St()el

Pipe

すると,減速力が働き,ん<∬<2ん,すなわち鋼管がマグネッ

トに近づこうとすると加速力が働き,鋼管には減速¶力‖速の

振動力が作用する｡(5)式は非線形であるが同一励磁量で励磁

コイル間距離2んを小さくすれば,

～†妄言タ(1-ピー2帥)･(∫-ん)
F〝l三

･(6)

と直線近似化ができる｡

4.2 鋼管に作用するうず電i充ブレーキ

前項で述べたように鋼管内には(¢ェ)rなる磁束がi売れてい

る｡‥般に導体内を貰いている磁束が時間につし､て変わるか,

または導体と磁束が相対的に運動して導体の一部が磁束を切

れば,導体内に誘導電i充,すなわち閉ル【プのうず電流を生

ずる｡うず電i充はi導体の形,大きさ,透磁率,固有抵抗,導

体内の磁束分布状態と時間についてその変化あるいは導体に

よって磁束が切られる速度などによってきわめて積雉な形お

よび分布となる｡

どんな場合でもうず電流が生ずるとその結果として導体内

にジュール熱を生じて導体の温度が昇り,か?それだけの電

力損失をきたす｡うず電流によって二次的に生ずる耳滋束はレ

ンツの法則で明J〕かなように,ノバ=二電磁誘導の悦札 すなわ

ち･次磁‾束の咋rH川勺変化または-一次磁束と導体との川村遅効

に†丈抗Lようとする逆作川を現わす｡

磁束が切られることによって上寿起する起電力eによってそ

れと川‾方rF小二流れる誘き導電流∫が生ずれば,フレーミングのえ三

千法則によI=忘磁力Feが働いてその道勅に反抗する｡Lたが

って噂休をⅤ･d才だけ連動させるにほ外部からダビ･Ⅴ･dfに等し

い機械的エネルギ【を供給してやらなければならない｡エネ

ルギM保存則より機イ城エネルギーは回路に.勺二ずる電妄もエネル

ギーP･～･dJに変換されるべきである｡

図=のように鋼管がころがる現象を考えるとダe･Ⅴ･d～なる

機イ城エネルギーは鋼管のもつ連動エネルギーから得られるべ

きもので,外部から供給する必要はなく銅管が本来もってい

る連動エネルギーを電～ミュネルギ一に変検し,さらにこの誘

起起1電力によって生ずる誘導電流∫による電磁力Feに変換さ

れ,鋼管の運動方向に対する抗力を生ずると考えられる｡た

だしこの場†ナ,鋼管格動時の苦のエネルギー,摩擦ロスなど

はないと仮志されており,また鋼管内に生ずると考えられる

うず電流損についてのみ考慮している｡
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スキッドレール

dβスキッドレール面

(b)

Y

Rβ1

′

尺β2

朗中′ C凸_ ▲

′

1ヱ / ■β(β1)
⑳
月

′lβ(β2)㊥

しだ÷(βl),+
七r(βl)〃

β 尺d

/

P +
Y Rd

V=兄u

(c)

図3 銅管内に生ずるうず電流 鋼管内に発生するうず電流によって

生ずる二次磁束は,【次磁束と導体(て鋼管)の相対運動に反抗しうず電;充ブレ

ーキとなる｡合成ブレーキカによる吸収エネルギーと,初速時に鋼管の有する

ころがりエネルギーが等L〈なったところで鋼管は停止する｡

Fig.3 An Ana】ysis oflnductive Eddy Currentin Steed Pjpe
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今,図3のようなモデルを考えファラデーの右手の発電法

則を適用する｡区13(a)は鋼管がイ滋化されたスキッドレール上

にあり,鋼管内に¢pなる磁束が迫っている二状態を示し,図3

(b)は鋼管がスキッドレールと接する部分の拡大図,図3(c)は

同図(a)のレールに接する部分を切り開いた状態を示すもので

ある｡図3(c)のYY中心軸に対称に磁束密度がご方向にi成少

していくことは図3(b)より明らかである｡すなわち,β(β1)

>月(β2)となり,したがって導体Pが月uなる速度で移動す

れば図3(c)に示すようにEγ(β1)>Eγ(β2)なる誘起起電力が

生ずる｡したがって回路にはJeなる閉ループ電i充が流れる｡

今,スキッドレールが鋼管に接する部分の最大磁束密度を

月｡とすれば鋼管の仝断‾[軌二働く うず電i充プレ”キカFeは近

似的に次式で表わされる｡

Fe=q･β02･Ⅴ‥

ここで,

q
5p(8Jp十5花月)

15/)

Sp=2花月～(鋼管の断面積)

β:固有抵抗

すなわち,

に比例する｡

･(7)

うず電流ブレーキはβ｡を-一定とすれば,速度Ⅴ

田 銅管移送騒音防止装置の特長

以上述べてきたように,本装置はスキッドに電イ滋石を配置

し,この電磁石の有する斜面方向の振動耳滋気吸引力を媒体と

して鋼管内にうず電流を発生させ,このうず電i充によるブレ

ーキアクションにより鋼管のころがI)速度,すなわちころが

r)エネルギーをi成衰させ鋼管の衝突時の騒音を抑制する従来

にない騒音防止装置である｡

本装置は次の特長を有している｡

(1)騒音発生源の消さ成

従来の騒音防止村二策は発生した騒音の軽減または[吸収対

策中心であったが,本装置は騒音発生源を根本から断つこ

とができる｡

(2)大きなi成音効果

うず電i充ブレーキ作用により鋼管のころがり速度を著し

くf成適することができ,衝突エネルギーを才甲え,発生する

騒音を抑制,僅少にし,鋼管どうしのソフトタッチを可能

にする｡

(3)大幅な速度別御が可能

各励石義コイルへの通電電i充を変えたり,通電する励磁コ

イルの適時選択ができ,外径,長さ,肉J享の異なる椎々の

鋼管の速度制御が可能できわめて能率的である｡

(4)鋼管の傷,変形防止

従来,避けられなかった衝突時に鋼管に発生するスクラ

ッチマーク(傷)や変形をソフトタッチにより防_l_トニでき,
製品価値を高め得る｡

(5)非接触式耳滋気ストッパ

従来の鋼管に直接]妾触させて減速するメカニカルス トソ

パに対し,非接触式ストッパなので二次的騒音や厚東Eがな

い｡

(6)構造が簡単で取付けが容易

工場内設備の配置などを変えることなく既設のスキッド

レールをマグネット構造の一部として使用でき,またマグ

ネット本体も小形軽量で取付けが容易である｡

(7)職場環境の改善

ある企業に同時に入社した人が,一方は空調室,一方は

馬蚤音の激しい職場では作業者が定着せず,またたいせつな
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熟練者をもー失し､かねない｡本装置は作業一再の職場定着問題

も解決し,またきれいで静かな作業環境の亡夫現により,難

聴問題も解f央できる｡

は)願書公害問題の解ブ大

綱管は音響効果が大きく遠方にまで聞こえる音を発生し

やすいが,本装置によればこれをきわめて低く才甲えること

ができ,しかも書をコントロールできるので,特に夜間に

おける騒音公害問題の解i央にも大いに役立つことができる｡

l司 構造と適用例

代表的な鋼管移送騒音防hlL装置を適用したスキッドライン

の一例を示したのが図4である｡普通,鋼管は搬入口ーラに

よって1本ずつ搬入され,所定の位置までくるとキッカーに

よ り鋼管がスキッドレール上′＼ある初速度で蹴り出される｡

鋼管はスキッドレール上をころがって徐々に速度を増して搬

出ローラ前に設けられたストッパに衝突し停止する｡これを

才般出口ーラで1本ずつ搬出する｡スキッドレール上に鋼管が

1本しかないときは,ストッパに鋼管が衝突する場(ナの騒音

発生となるが,このような場合はまれで普通はスキッドレー

ル上に複数本の鋼管がス トソクされている｡スキッドレール

上にすでにス トソクされている鋼管と搬入口【ラによ り スキ

ッド上をころがってくる鋼管が衝突するときに大きな騒音を

発生することになる｡鋼管のころがl)速度を小さく し騒音を

軽i成するにはこう配を′トさくすればよいが,取扱い鋼管は肉

厚,外径,良さなど多岐にわたるため,そのラインで取り扱

う鼓小の鋼管が自重で落下するようこう配が選定されている｡

したがって理想的設備は鋼管仕様によりこう肖己が自動的に変

化Lてくれるものであるが,これは大がかりな装置となり,

同時に複数本の鋼管がころがってくる場合にはこれも不可能

となる｡そこで今までは大きな鋼管は本来そのこう配を必要

とLないにもかかわらず最小の鋼管がころがるこう配上をこ

ろがって大きな衝突騒音を発生している現状である｡

これらの諸問題を安価にしかも既設のラインを乱すことな

く解さ失するのが鋼管格送騒音防止装置である｡すなわち各ス

キッドレールを無絹各する複数個の励イ滋コイルを有するマグネ

･ノトを設けて,これらの複数個の励磁コイルを励磁すること

により,.図4のように極性を有するマグネチックスキッド

(Magnetic Skid,商品名"Magneskid'')とした装置である｡

図4のようなM昭neSkidによって実測した鋼管ころがり特

性曲線は図5に示すとおりである｡

マグネットを蜘才滋しないで鋼管をころがすと計算値は点線

でホされた速度となる｡実測値は実線のように計算値よl)低

い値となるが,これはレール血の凹凸(おうとつ),鋼管の真

円度などが景子響しているものと考えられる｡

12m長のスキッドライン上ころがり距離S｡=9.88mで同一･

鋼管を衝突させた場合の実測騒音レベルSPLl(音青原から1m

離れた点におけるSound Pressure Levelで(1)式と同じ伸)

は116dBと人間の最大許容音に近い大きな値を示した｡

一方､図5のように12m長のスキッドラインに5個のマグ

ネットを1m間隔で配置しこのマグネットの励石鼓量を変えた

ときの特性は,

(1)50Vで励磁したとき:鋼管の速度はマグネットE点の

真上でマグネット無励磁時の25%の速度,エネルギーは(18)

式より6.25%となる｡

(2)100Vで励磁したとき:鋼管の速度はマグネットE点の

真上でマグネット無励磁時の16%の速度,エネルギーは(畑

式よリ2.56%となる｡
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図4 鋼管移送騒音巨万止の適用例

スキッドレール間にマグネットを網の目状に配置

Lて各レールを棒状のマグネットにするこ

つてマグネスキッドが構成される｡

Fig･4 An Application of Sjlencing

Eq山Pment fo｢SteelPipe

Production Lines

とによ

図5･鋼管二ろがり特性(一例)

鋼管には減衰振動的な力が作用L,またこの力は

マグネットの励石造量の調整により任意に可変でき

る｡

Fig･5 A Cha｢acte｢istic of Throwing

Down stee■Pipe o=Skid Rail

(Examp】e)
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(3)150Vで励磁したとき:鋼管はマグネットE点を通り過

ぎた位置で停止する｡

またマグネットを励磁したときのころがり特性に共通して

いえることはマグネット手前で鋼管を加速L,マグネットを

過り過ぎると同時に制動力が大きく働いている｡すなわち,

鋼管は振動しながら徐々に減速Lていくのがわかる｡

鋼管移送騒音防止装置山マグネスキッド 日立評論 VOL,4 No.9 776

以上のような特性となリマグネットの励磁量を適時選択し

てやることにより鋼管の速度制御,ソフトタッチ,途中での

停止･発進などが容易にでき,しかも大幅なころがr)エネル

ギーi成少により衝突音を大きく軽減することができる｡

表1は鋼管移送騒音防止装置の仕様の一例を,図6はその

実稼動状況を示したものである｡

表l銅管移送騒音防止装置仕様(一例) 下表の仕様による鋼管移送等量吾防止装置では.衝突エネ

ルギーは0～30%に減少する｡

TablelSpecificatio=Of Sile=Ci=g Equipme=t for Stee-Pipe Production Lines

マ グ ネ ッ

形
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一
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十
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DC l10V

75ロCにて l.93A

CONT

B 種

図6 稼動中の鋼管移送騒音防止装置

ルでき鋼管どうLのソフトタッチが可能である｡

------------------+

鋼 管 お よ び ス キ ッ ド 仕 様

外 径 1 4′′=川_3mm)～柑'′(406.4mm)≠

肉 ノ享

長 さ

スキッドこう配

4

l

スキッドレール

とび出L時初速

衝突エネルギー

3.0～12.7mm

,000～12,500mrR

l/40

6本×6.7m/マグネット40個

0.7m/s

0～30%(マグネット無励磁を100とLて)

ヾ㌣
1`巧ち 阜薮適当

､㌫二ぎ

′くて′攣
､門教場ヤ

鋼管の移送はマグネットの励磁量調整により任意にコントロー

Fig.6 A Sett‥1g"Magneskid”in Motion

l】 結 言

以上,鋼管移送騒音防止装置の機能と特長を実例を交えて

紹介したが,本装置の意義は生産能力を落とさず環ゴ菟改善が

行なえる公害防止機器としたことにある｡本装置の騒音防止

装置としての設置効果は直]安生産コスト面には現われにくい

が,きれいで静かな作業環境の実現により,安全性や生産性

の向上ならびに公害防止などに大きな効果があることは明ら

かで,衝突による傷や変形の有効防止の効果も見のがせない｡

本装置はまた鋼管ばかりでなく,丸鋼,九ビレットなどへの応

用分野にも拡大されるこ一とは明らかで,装置のみでなく,応

用の面でもより完全なものとするため,いっそうの研究,改
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良を続けて行きたいと考える｡

終わりにのぞみ本装置の開発に終始ご協力をいただいた,

新日本製ま栽株式会社･光製毒哉所の関係各位に対し本誌を通じ

厚く謝意を表する次第である｡
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